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　2012 年に生成・複製されるデ ター量は、2.8 ZB（ゼ
タバイト：ゼタは 10 の 21 乗）に達し、2005 年から2020










　DU の大部分（2012 年では 68%）は、消費者によっ
て生成され消費されるものである。また、マシンが生成
したデ ターが DU の拡大に大きく影響を及ぼし、DU に






































　2012年 12月、International Data Corporationは、2020年の全デジタルデータの世界（デジタルユ
ニバース）のサイズを推定した報告書を発表した。報告書によると、2020年までにデータ量は 2年
ごとにほぼ倍増し 40 ZB（ゼタバイト：ゼタは 10の 21乗）に到達、新興市場の伸びが急成長すると
している。また、マシンが生成するデータ割合は 40%に届き、分析すれば価値が内包される情報は
33%相当に、プロテクションされないデータ量は 26倍増加するとしている。さらに、データに関係
するすべての国々がプロテクションやセキュリティ問題の責任を共有すべきなど、データの増加に追
随できていない課題が著しく増加していることを示している。現在注目されている医療情報をはじめ
とした今後のビッグデータ活用に向けた取組みにおいて留意すべき諸点である。
